































第 1 章では、プラントの監視・診断技術及び ART に関する先行研究をまとめ、本研
究の位置付けを明らかにした。 







第 3 章では、第 2 章で提案したアルゴリズムに基づく異常検知システムの有効性を、
蒸留塔試験装置を用いたオンライン試験で検証した。蒸留塔試験装置を原料供給系、
蒸留塔、リフラックス系、及びリボイラーの 4 部位に分け、それぞれの部位毎に警戒




第 4 章では、第 3 章までに提案した診断モデルと異常判定基準の違いが異常検知性
能に与える影響を評価するため、多様な異常データを持つ Tennessee Eastman Process
データを用いて異常検知性能を評価した。評価の対象は、 (A)単一モデル、(B)マルチ
モデル、(C)分散モデル、および (D)マルチ分散モデルの 4 つの診断モデルと、新規カ
テゴリの発生と異常度の 2 つの異常判定基準を組合せた 8 通りのケースとした。各診
断モデルの警戒係数ρを変化させて Receiver Operating Characteristic 曲線を求め
京都大学 博士（工学） 氏名 堀  嘉 成 
た。そして、誤検知率が 0.15 以下となる異常検知率から異常検知性能を評価した結果、





第 5 章では、プラントの異常診断システムに適用するため、教師あり学習型 ART ネ














可視化機能では、縦軸の z 軸を KPI、xy 平面は、カテゴリーの重心を多次元尺度法を
用いて擬似的に 2 次元平面上にマッピングしたグラフを用いた。本機能により、カテ




















多様な異常データを持つ Tennessee Eastman Process データを用いて異常検知性
能を評価した。比較対象とした 4 つの診断モデルと 2 つの異常判定基準を組み合わ
せた 8 ケースで異常検知性能を比較し、分散モデルの異常検知性能が高いことを明
らかにした。 
4）教師付学習モデル ARTMAP を利用した異常診断システムの改良 
ARTMAP を利用した異常診断システムに対して、学習アルゴリズムを改良すること
で、未学習データの診断精度が向上することを示した。  
5）ART をプラント性能評価に適用する方法についての提案  
ART をプラント性能評価に適用する方法について提案し、提案手法により運転デー
タとプラント性能の関係を学習し、両者の関係を可視化できる見通しを示した。  
このように本論文は、実用化を目指した適応共鳴理論（ART）を利用したプラント
の監視・診断システムの開発に関する研究をまとめたもので、新規で有用な知見を
多く含んでおり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は
博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３１年１月２９
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
  
